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近
年
、
司
書
教
諭
は
も
と
よ
り
、
学
校

司
書
の
職
務
が
従
来
よ
り
も
拡
大
さ
れ
、

教
育
指
導
的
職
務
に
ま
で
及
ぶ
と
（
少
な

く
と
も
有
識
者
に
よ
る
議
論
に
お
い
て

は
）
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
（
後
藤
敏
行
『
学
校
図
書
館
の
基
礎

と
実
際
』
樹
村
房
二
〇
一
八
年 p.69-72

）。

そ
の
た
め
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
こ
と
を

抜
き
に
し
て
も
、
学
習
指
導
要
領
に
つ
い

て
学
校
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
が
学
ん
で
お
く

こ
と
は
有
益
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、
学
校
図
書
館
を

活
用
す
る
授
業
の
準
備
の
際
な
ど
、
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

  

今
回
は
、
学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て
総

論
的
に
解
説
し
た
う
え
で
、
中
学
校
・
高

等
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
が
、
情
報
リ

テ
ラ
シ
ー
（
情
報
活
用
能
力
）
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
を
見
て
い
き
ま
す
。

　

学
習
指
導
要
領
と
は

　

学
習
指
導
要
領
と
は
、
小
学
校
、
中
学

校
、
高
等
学
校
お
よ
び
特
別
支
援
学
校
な

ど
の
教
育
課
程
の
基
準
と
し
て
文
部
科
学

大
臣
が
公
示
し
（
学
校
教
育
法
施
行
規
則

五
二
条
、
七
四
条
、
七
九
条
の
六
、八
四
条
、

一
〇
八
条
、
一
二
九
条
）、
各
教
科
等
の

目
標
や
大
ま
か
な
教
育
内
容
を
定
め
る
も

の
で
す
。
本
稿
執
筆
時
点（
二
〇
一
九（
平

成
三
一
）
年
三
月
）
で
の
現
行
の
学
習
指

導
要
領
は
、
小
学
校
は
二
〇
一
一
年
度
か

ら
、
中
学
校
は
二
〇
一
二
年
度
か
ら
、
高

等
学
校
は
二
〇
一
三
年
度
入
学
生
か
ら

（
数
学
お
よ
び
理
科
は
二
〇
一
二
年
度
入

学
生
か
ら
）
全
面
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
学
校
で
は
、
学
習
指
導
要
領
や
、
学
校

教
育
法
施
行
規
則
で
定
め
る
年
間
の
標
準

授
業
時
数
な
ど
を
踏
ま
え
、
地
域
や
学
校

の
実
態
に
応
じ
て
教
育
課
程
（
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
）
を
編
成
し
て
い
ま
す
。

　

現
行
よ
り
ひ
と
つ
前
の
も
の
か
ら
一
貫

す
る
学
習
指
導
要
領
の
基
本
理
念
は
、「
生

き
る
力
」
を
育
む
、
と
い
う
も
の
で
す
。

生
き
る
力
に
は
「
い
か
に
社
会
が
変
化
し

よ
う
と
、
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
、
自
ら

学
び
、
自
ら
考
え
、
主
体
的
に
判
断
し
、

行
動
し
、
よ
り
よ
く
問
題
を
解
決
す
る
資

質
や
能
力
」
や
「
自
ら
を
律
し
つ
つ
、
他

人
と
と
も
に
協
調
し
、
他
人
を
思
い
や
る

心
や
感
動
す
る
心
な
ど
、豊
か
な
人
間
性
」

な
ど
が
含
ま
れ
る
と
さ
れ
ま
す
（
文
部
科

学
省 

“
⑶
今
後
に
お
け
る
教
育
の
在
り
方

の
基
本
的
な
方
向
”※
１ 

文
部
科
学
省  

“
教

員
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト（
平
成
20
年
作
成
）※
２”）。

　

以
上
の
引
用
箇
所
の
前
者
は
、
情
報
リ

テ
ラ
シ
ー
を
連
想
さ
せ
ま
す
。
ち
な
み
に

今
日
、
学
校
図
書
館
は
学
習
セ
ン
タ
ー
で

あ
り
、
情
報
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
読
書
セ

ン
タ
ー
で
あ
る
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
で
す
が（
後
藤
敏
行『
学
校
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
論
：
現
場
か
ら
の
報
告
』
樹
村
房 

二
〇
一
八
年 p.4

）、
以
上
の
引
用
箇
所

の
、
後
者
の
「
豊
か
な
人
間
性
」
と
い
う

表
現
な
ど
は
、
読
書
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

学
校
図
書
館
を
思
い
出
さ
せ
ま
す
。

  

現
行
の
学
習
指
導
要
領
の
特
徴
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
言
語
を
重
視
し
て
い
る
点
も

押
さ
え
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
例
え

ば
「
各
教
科
等
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
、

生
徒
の
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
を

は
ぐ
く
む
観
点
か
ら
、
基
礎
的
・
基
本
的

な
知
識
及
び
技
能
の
活
用
を
図
る
学
習
活

動
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
言
語
に
対
す

る
関
心
や
理
解
を
深
め
、
言
語
に
関
す
る

能
力
の
育
成
を
図
る
上
で
必
要
な
言
語
環

境
を
整
え
、
生
徒
の
言
語
活
動
を
充
実
す

る
こ
と
」（
中
学
校
学
習
指
導
要
領 

第
１

章 

総
則 

第
４ 

指
導
計
画
の
作
成
等
に
当

た
っ
て
配
慮
す
べ
き
事
項. 

高
等
学
校
学

習
指
導
要
領
に
も
同
旨
の
記
述
あ
り
）
と

あ
り
、
国
語
科
に
限
ら
ず
、
各
教
科
等
で

言
語
活
動
を
指
導
す
る
こ
と
（
例
え
ば
レ

ポ
ー
ト
作
成
や
論
述
を
行
う
こ
と
）
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
学
校
図

書
館
を
活
用
す
る
場
面
も
あ
り
そ
う
で
す
。

　

こ
う
し
た
事
情
を
考
え
る
と
、
学
習
指

導
要
領
が
求
め
て
い
る
も
の
に
、
学
校
図

書
館
が
寄
与
で
き
る
面
は
大
き
く
あ
り
そ

う
で
す
。
実
際
、学
習
指
導
要
領
に
は「
学

校
図
書
館
」
と
い
う
言
葉
が
複
数
回
出
て

き
ま
す
。
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
「
学

校
図
書
館
」
関
連
の
記
述
を
整
理
し
た

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
全
国
学
校
図
書
館
協
議

会
（
全
国
Ｓ
Ｌ
Ａ
）
が
設
け
て
も
い
ま
す

（
全
国
学
校
図
書
館
協
議
会 

“
新
学
習
指

導
要
領
に
お
け
る
「
学
校
図
書
館
」
関
連

の
記
述
”※

３）。

　

新
学
習
指
導
要
領

　

学
習
指
導
要
領
は
ほ
ぼ
一
〇
年
ご
と
に

改
訂
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
移
行
期
間

を
経
て
、
小
学
校
は
二
〇
二
〇
年
度
か
ら
、

中
学
校
は
二
〇
二
一
年
度
か
ら
、
高
等
学

校
は
二
〇
二
二
年
度
入
学
生
か
ら
新
学
習

指
導
要
領
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
特
別
支
援

学
校
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
小
中
高
校
の
そ

れ
に
準
じ
ま
す
。

  

新
学
習
指
導
要
領
や
、
改
訂
の
ポ
イ
ン

ト
を
説
明
し
た
資
料
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
や
は
り
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
生
き
る
力
」
を
育
む
こ
と
を
引
き
続
き

目
標
に
し
つ
つ
、
子
ど
も
た
ち
に
求
め
ら

れ
る
資
質
・
能
力
と
は
何
か
を
社
会
と
共

有
し
連
携
す
る
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育

課
程
」
を
重
視
す
る
こ
と
や
、
現
行
学
習

指
導
要
領
の
枠
組
み
や
教
育
内
容
を
維
持

し
た
う
え
で
、
知
識
の
理
解
の
質
を
さ
ら

に
高
め
、
確
か
な
学
力
を
育
成
す
る
こ
と

な
ど
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
知
識
の
理
解
の
質
を
高
め
、
資
質
・

能
力
を
育
む
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
」
を
実
現
す
る
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
の

ひ
と
つ
に
挙
が
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

「
情
報
活
用
能
力
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
を
含
む
）」
も
重
要
事
項
の
ひ
と
つ
に

挙
げ
て
い
ま
す
（
文
部
科
学
省 

“
平
成

29･

30
年
改
訂 

学
習
指
導
要
領
、
解
説

等
”※
４）。

　

そ
も
そ
も
学
校
図
書
館
を
テ
ー
マ
に
し

た
座
談
会
で
の
発
言
で
は
あ
る
も
の
の
、

「
学
習
指
導
要
領
の
新
し
い
姿
は
ま
さ
に

学
校
図
書
館
の
全
て
の
機
能
を
活
用
す
る

こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
」
と
文
部
科
学
省

初
等
中
等
教
育
局
児
童
生
徒
課
長（
当
時
）

が
述
べ
て
い
ま
す
（「
学
校
図
書
館
の
活

用
で
新
し
い
学
び
の
姿
を
：
学
校
図
書
館

座
談
会
」『
教
育
新
聞
』
二
〇
一
七
年
四

月
二
四
日 no.3520

※
５）。

新
学
習
指
導
要

領
に
お
い
て
も
学
校
図
書
館
が
役
割
を
果

た
す
こ
と
を
期
待
し
た
い
で
す
。

　

新
学
習
指
導
要
領
と
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

  

以
下
、
新
学
習
指
導
要
領
が
情
報
リ
テ

ラ
シ
ー
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
を
見
て
お

き
ま
す
（
字
数
の
制
約
が
あ
る
た
め
、
今

後
を
見
据
え
る
こ
と
に
力
点
を
置
き
、
新

学
習
指
導
要
領
に
焦
点
を
絞
り
ま
す
）。

以
下
で
は
情
報
活
用
能
力
と
い
う
語
が
用

い
ら
れ
ま
す
が
、
本
連
載
の
「
情
報
リ
テ

ラ
シ
ー
」と
同
義
と
考
え
て
よ
い
で
す（
詳

し
く
は
本
連
載
第
一
回
を
参
照
く
だ
さ

い
）。「
情
報
化
の
進
展
に
対
応
し
た
初
等

中
等
教
育
に
お
け
る
情
報
教
育
の
推
進
等

に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
」
の
報

告
（
第
一
次
報
告
一
九
九
七
年
、
最
終
報

告
一
九
九
八
年
。
本
連
載
第
一
回
参
照
）

の
の
ち
、
中
央
教
育
審
議
会
は
二
〇
一
六

年
、『
幼
稚
園
、小
学
校
、中
学
校
、高
等
学

校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
学
習
指
導
要
領

等
の
改
善
及
び
必
要
な
方
策
等
に
つ
い
て

（
答
申
）』に
お
い
て
、「
情
報
活
用
能
力
を

構
成
す
る
資
質
・
能
力
」
を
以
下
の
と
お

り
整
理
し
ま
し
た
（
同
答
申
別
紙
３
ー

１※
６

）。

・
知
識
・
技
能
：
情
報
と
情
報
技
術
を
活

用
し
た
問
題
の
発
見･

解
決
等
の
方
法

や
、
情
報
化
の
進
展
が
社
会
の
中
で
果

た
す
役
割
や
影
響
、
情
報
に
関
す
る
法

･

制
度
や
マ
ナ
ー
、
個
人
が
果
た
す
役

割
や
責
任
等
に
つ
い
て
、
情
報
の
科
学

的
な
理
解
に
裏
打
ち
さ
れ
た
形
で
理
解

し
、
情
報
と
情
報
技
術
を
適
切
に
活
用

す
る
た
め
に
必
要
な
技
能
を
身
に
付
け

て
い
る
こ
と
。

・
思
考
力
・
判
断
力･

表
現
力
等
：
様
々

な
事
象
を
情
報
と
そ
の
結
び
つ
き
の
視

点
か
ら
捉
え
、
複
数
の
情
報
を
結
び
つ

け
て
新
た
な
意
味
を
見
出
す
力
や
、
問

題
の
発
見･

解
決
等
に
向
け
て
情
報
技

術
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
力

を
身
に
付
け
て
い
る
こ
と
。

・
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
：
情
報

や
情
報
技
術
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
活

用
し
て
情
報
社
会
に
主
体
的
に
参
画
し
、

そ
の
発
展
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
態
度

等
を
身
に
付
け
て
い
る
こ
と
。

　

以
上
は
、
新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、

「
生
き
る
力
」
を
よ
り
具
体
化
し
、
教
育

課
程
全
体
を
通
し
て
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
を
、「
知
識
・
技
能
」、「
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
等
」、「
学
び
に
向
か
う

力
・
人
間
性
等
」
と
い
う
三
つ
の
柱
に
整

理
し
た
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。「
育

成
す
べ
き
情
報
活
用
能
力
自
体
が
変
化
す

る
わ
け
で
は
な
く
、
同
じ
も
の
を
別
の
角

度
で
見
た
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説 

情
報
編
』
は
述
べ
て
い
ま
す
（
同
書p. 9

※
７）。

　

以
上
の
整
理
に
基
づ
き
、
新
学
習
指
導

要
領
の
解
説
で
は
、情
報
活
用
能
力
を「
世

の
中
の
様
々
な
事
象
を
情
報
と
そ
の
結
び

付
き
と
し
て
捉
え
、
情
報
及
び
情
報
技
術

を
適
切
か
つ
効
果
的
に
活
用
し
て
、
問
題

を
発
見
・
解
決
し
た
り
自
分
の
考
え
を
形

成
し
た
り
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
資

質
・
能
力
」
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
ま
す

（『
中
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
29
年
告

示
）
解
説 

総
則
編
』p.51

※
８

 

『
高
等
学
校
学

習
指
導
要
領
解
説 

総
則
編
』p.54

※
９）。

司書・司書教諭が知っておくべき
学校図書館のための

※
１ http://w

w
w

.m
ext.go.jp/b_m

enu/shingi/old_chukyo/old_chukyo_index/toushin/attach/1309590.htm

　

※
２ http://w

w
w

.m
ext.go.jp/a_m

enu/shotou/new
-cs/pam

phlet/1297334.htm

　

※
３ http://w

w
w

.j-sla.or.jp/m
aterial/research/post-46.htm

l　

※
４ http://w

w
w

.m
ext.go.jp/a_m

enu/shotou/new
-cs/1384661.htm

　

※
５ https://w

w
w

.kyobun.
co.jp/feature1/pf20170424_03/　

※
６ http://w

w
w

.m
ext.go.jp/com

ponent/b_m
enu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2016/12/27/1380902_2.pdf　

※
７ http://w

w
w

.m
ext.go.jp/com

ponent/a_m
enu/education/m

icro_detail/_icsFiles/afieldfile/2019/03/28/1407073_11_1_1.pdf　

※
８ http://w

w
w

.m
ext.go.jp/com

ponent/a_m
enu/education/m

icro_
detail/_icsFiles/afieldfile/2019/03/18/1387018_001.pdf　

※
９ http://w

w
w

.m
ext.go.jp/com

ponent/a_m
enu/education/m

icro_detail/_icsFiles/afieldfile/2019/03/28/1407073_01_1_1.pdf　
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
参
照
日
は
す
べ
て
二
〇
一
九
年
四
月
一
二
日
）
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